
「意識と知覚の階層」  
 

私達は肉体ではなく肉体に結合した魂であり、一霊四魂と言われている霊的諸体から成る神の子です。 

下記の解説図は肉体ではなくて肉体とダブっている霊的諸体の説明です。個々の人間は以下の霊的諸体の形成

に従って徐々に自身の知覚と意識の段階を上昇させることが出来ます。この霊的諸体をエレブナではサイコノ

エティック体、神道では天の心・四魂と称しキリスト教では七つの燈台、印度哲学ヨーガではチャクラと言っ

ていますが、いずれにせよ人間の意識が覚醒し進化する為にはこのセンターが機能し開花しない限りは不可能

です。このセンターの開花には自己観察と自己想起が必須であり、昼夜を問わずワークを続行しなければな 

りません。自己観察とは神の演技である自我を自我と見ること、自我に覆われている自他の分離が無い真の私

を真の私と見ることであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

五次元界・高次感情センター体・ハートセ

ンター・高次霊界 

現在の自己意識・セルフエピグノーシス。ヴ

ィジュニャーナマヤ・コーシャ、転生の主体

「霊魂と繋がる私」 

実相界・非分離意識・神の子・霊魂 

七次元・観照者・高次ノエティック体・松

果体 

六次元・超感覚界・サイコノエティック

体・高次神界 

基底・根源のエネルギーセンター 

物質界・冥界・三次元界・丹田動作センタ

ー・受動思考・受動行為を中心に自我の意識 

 

四次元界・能動思考エティック体・統合セ

ンター・幽界 

霊魂の私と繋がる中継地点／

本体からの高次知性高次行為

インスピレーションを受け取る

場 

超感覚が知覚となり、あらゆる過

去世の記憶が有り、テレパシー・テ

レポテーション・分身が可能、身体

を極小にしたり、地球大に出来る。

超時間の知覚 

統合センター・同調・愛と感謝のセ

ンター 

現在のパーソナリティーがこの霊魂

と繋がったとき行為者はなく思考者

もなく従ってカルマは影響を及ぼさ

ない。私はあなた、万物と一つ。万物

の中に私は在り私の中に万物が在る 

理性的で鋭敏な知性センターで能

動思考能動行為が出来る。超空間

の知覚 

・現在の地球人類の平均的進化レ

ベルであり殆どの人類は肛門と会

陰部のチャクラで生きており、支配

欲と性欲が中心に生きている。過

去世の人格・潜在意識の座 

根源的創造的エネルギー・他のチャ

クラが覚醒していない限りは操作し

てはいけない 


